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表紙写真、新庁舎が完成しました、今回の表紙は、新たな議場において全議員で記念撮影した写真

です。12 月定例会が開会中ですので、ぜひ傍聴にお越しください。 

今後の参考のために市議会だよりについての感想やご意見をお聞かせください。 
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９月定例会の概要 

令和５年９月定例会は、９月１日から 27 日までの会期で開催し、初日には、市長より市政につい

ての報告がなされたほか、議員提出議案１件を原案のとおり可決しました。 

９月７日には、提出議案に対する質疑を行うとともに、人事案２件を原案のとおり同意・推薦とし

ました。一般質問では、17 人の議員が市政の様々な重要課題を取り上げ、執行部の見解を問いま

した。 

最終日には、陳情１件を不採択とし、市長提出議案・決算認定をすべて原案のとおり可決・認定し

たほか、議員提出議案１件を原案のとおり可決して閉会となりました。 

 

令和４年度決算一般会計など全９会計の決算を認定 

各会計の決算状況 

令和５年９月定例会では、令和４年度の一般会計、特別会計、企業会計、全９会計について審議し、

認定しました。各会計の決算状況を紹介します。 

 

一般会計 歳入 332 億 393 万 3,819 円 歳出 306 億 3,800 万 626 円 

国民健康保険特別会計 歳入 71 億 842 万 393 円 歳出 70 億 5,880 万 8,152 円 

錦町土地区画整理事業特別会計 歳入 9 億 7,543 万 494 円 歳出 8 億 5,571 万 3,528 円 

介護保険特別会計 歳入 56 億 5,694 万 3,572 円 歳出 54 億 2,760 万 1,534 円 

後期高齢者医療特別会計 歳入 9 億 7,171 万 8,327 円 歳出 9 億 6,507 万 96 円 

公共用地先行取得事業特別会計 歳入 9,614 万 1,344 円 歳出 9,199 万 6,732 円 

病院事業会計 収益的収支 収入 30 億 600 万 7,906 円 支出 30 億 5,286 万 2,812 円 

水道事業会計 収益的収支 収入 13 億 9,040 万 7,612 円 支出 13 億 8,047 万 8,167 円 

公共下水道事業会計 収益的収支 収入 16 億 1,360 万 5,950 円 支出 15 億 1,770 万 6,606 円 

 

９月定例会の主な議案の内容 

蕨市犯罪被害者等支援条例 

本条例は、犯罪被害者等の支援に関する基本理念を定め、市・市民等・事業者の責務を明らかにす

るとともに、犯罪被害者等の被害の軽減、または回復を図り、再び安心して暮らすことができる地

域社会の実現を目指すものであります。 

 



一般会計補正予算（第５号） 

今定例会では、一般会計予算を、約 4,620 円増額する補正予算案を可決しました。主な内容は次の

とおりです。 

 

地域子育て支援センター事業 

産後ケア事業、子どもの一時預かり事業、子どもの居場所づくり事業をあわせて実施する「多機能

型地域子育て支援センター」の開設を予定しています。運営場所も含めて提案していただく形で公

募します。 

 

留守家庭児童指導室（学童保育室）の設置 

近年、錦町地区の学童保育室の利用希望者が増えていることから、西小学校の児童を対象に学童保

育室の整備を予定しています。事業者は現在公募を行い、令和６年４月の開設予定となります。 

 

こども医療費完全無料化 

今年度中に必要なシステムの修正を実施し、令和６年 10 月より、通院分の対象年齢を 18 歳年度

末の児童まで拡大する予定です。 

 

議員提出議案第７号 市長の反省を求める決議 

今定例会では、議員提出議案として同決議案が提出され、賛成多数で可決しました。決議の内容と

反対討論の要旨は次のとおりです。 

賛成 新翔会・公明党 

決議の内容 先般、新聞報道において、市長名で「当選あいさつ」ともとれる挨拶状が、市内外関

係者に送付されていることについての記事が掲載されるとともに、市民からの公文書公開請求がな

された。市長は挨拶状の文面、発送先などは知らない、また発送の指示はしていないとのことだが、

担当課が発送していた事実は知っていたとの答弁はいささか都合のいい話である。前市長時代から

の慣例とのことであるが、文面には市長の施政方針である「あったか市政」など、明らかに賴髙市

長が就任した 16 年前からの慣例ではないかともとらえられるものとなっている。他市からも挨拶

状をいただいているとのことだが、私費で出されているケースもあり一概に同じとは言えない。ま

た、なにより担当部局の責任と受け取れる発言をした市長においては、行政の長として職員を守る

責務もあることを今一度思い起こすべきと考える。挨拶状が市民に疑義を与えてしまったこと、世

論を騒がせてしまったことは事実である。反省と形骸化した体制の見直しを求める。 

 

反対 日本共産党 

前市長の時代を含めて慣例として担当が事務的に作成して送付し、当選のお礼を述べるなどの文言

はなく市政運営の方針や抱負を述べる内容や送付先などに照らしても、就任あいさつである。また、

疑義が生ずるおそれがあれば、今後検討する見解が示されている。以上を踏まえ、決議をもって市

長に反省を求める状況にないことは明らかであり反対する。 

 



反対 無所属（えのもと議員） 

今の議会として、このような決議を上げるのにふさわしい状況、立場ではないと考え、反対する。 

 

反対 日本維新の会 

議会を使って反省のための時間をとるよりも、次に生かすために実際に行動してほしいと思い、反

対する。 

 

令和５年９月定例会における議案等に対する賛否結果 

陳情第 5 号 国に対して「現行の健康保険証を残すことを求める意見書」の提出を求める陳情 

新翔会× 日本共産党○ 公明党× 無所属（えのもと議員）○ 日本維新の会× 結果不採択 

議案第 66 号蕨市犯罪被害者等支援条例 全会一致 原案可決 

議案第 67 号蕨市手数料条例の一部を改正する条例 全会一致 原案可決 

議案第 68 号蕨市印鑑条例の一部を改正する条例 全会一致 原案可決 

議案第 69 号蕨市火災予防条例の一部を改正する条例 全会一致 原案可決 

議案第 70 号蕨市家庭的保育事業等の設備及び運営の基準に関する条例の一部を改正する条例 全

会一致 原案可決 

議案第 71 号蕨市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営の基準に関する条例の一部を

改正する条例 全会一致 原案可決 

議案第 72 号蕨市下水道条例の一部を改正する条例 全会一致 原案可決 

議案第 73 号令和５年度蕨市一般会計補正予算（第５号） 新翔会○ 日本共産党○ 公明党○ 無所

属（えのもと議員）× 日本維新の会○ 結果原案可決 

議案第 74 号令和５年度蕨市介護保険特別会計補正予算（第１号） 全会一致 原案可決 

議案第 75 号教育委員会委員の任命の同意について 全会一致 同意 

議案第 76 号人権擁護委員候補者の推薦について 全会一致 推薦 

認定第 1 号令和４年度蕨市一般会計歳入歳出決算認定について 全会一致 認定 

認定第 2 号令和４年度蕨市国民健康保険特別会計歳入歳出決算認定について 全会一致 認定 

認定第 3 号令和４年度蕨都市計画事業錦町土地区画整理事業特別会計歳入歳出決算認定について 

全会一致 認定 

認定第 4 号令和４年度蕨市介護保険特別会計歳入歳出決算認定について 全会一致 認定 

認定第 5 号令和４年度蕨市後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算認定について 全会一致 認定 

認定第 6 号令和４年度蕨市公共用地先行取得事業特別会計歳入歳出決算認定について 全会一致 

認定 

認定第 7 号令和４年度蕨市立病院事業会計決算認定について 全会一致 認定 

認定第 8 号令和４年度蕨市水道事業会計決算認定について 全会一致 認定 

認定第 9 号令和４年度蕨市公共下水道事業会計決算認定について 全会一致 認定 

議員提出議案第 6 号蕨市議会委員会条例の一部を改正する条例 全会一致 原案可決 

議員提出議案第 7 号市長の反省を求める決議 新翔会○ 日本共産党× 公明党○ 無所属（え

のもと議員）× 日本維新の会× 結果原案可決 



議案第 66・73 号、認定第 1 号、議員提出議案第７号については質疑が、陳情第５号、議案第 73

号、議員提出議案第７号については討論が行われました。質疑・討論の詳細な内容は蕨市ホームペ

ージ「蕨市議会」の「録画放映」からご覧になることができます。 

 

新庁舎がオープンしました。 

12 月定例会から議会は新庁舎で開催されます。新庁舎の議会施設を紹介します。 

 

委員会室 委員会室では、議会運営委員会や常任委員会を行います。中央に仕切られている可動間

仕切りを取ると、第１委員会室と第２委員会室をつなげて広く使用することができます。 

 

議場 本会議を行う議場には、天井横に小さな窓があり、旧庁舎の議場に比べると明るい議場 

となっています。この場で議論が行われ、市議会の最終的な意思決定を行います。 

 

傍聴席 車いすの方２名を含む 40 名が傍聴することができます。写真の磁器ループは、耳の聞こ

えにくい方などがイヤホンで聞きとりやすくするもので、３台用意しています。 

 

傍聴ロビー 傍聴者が待つスペースとなります。ぜひ傍聴にお越しいただき、眺望も楽しんでくだ

さい。 

 

議会報告会を開催しました 

第８回となる今年度の議会報告会は、令和５年 11 月７日の 19 時から文化ホール「くるる」におい

て開催しました。当日は、45 人の方々にご参加いただき、その様子はリアルタイムでの配信を行

いました。当日、ご参加・ご視聴いただいた皆さま、また、ご意見・ご要望もいただき、誠にあり

がとうございました。議会報告会の様子は、ケーブルテレビ「ウインク」で放送したほか、インタ

ーネットで録画配信していますので、ぜひご視聴ください。 

 

第８回議会報告会の内容 

議長のあいさつ 

議会のしくみの説明 

総務・環境福祉経済・教育まちづくり各常任委員会の報告 

質疑応答・意見交換 

 

各常任委員会の報告テーマ 

総務常任委員会 

①令和４年度決算市民税 ②消防事業 ③新庁舎の防災機能 

環境福祉経済常任委員会 

①市立病院の建替事業・スマートウェルネスシティの実施に向けて ②環境対策 ③商店街支援 

 



教育まちづくり常任委員会 

①学校トイレの洋式化 ②蕨駅西口地区市街地再開発事業 ③錦町土地区画整理事業 

 

マニフェスト大賞 エリア選抜に選ばれました 

新型コロナウイルス感染症の影響がある中で令和２～４年度に実施した議会報告会を「コロナ禍に

おける議会報告会開催への挑戦」と題し、第 18 回マニフェスト大賞に応募しました。今回の応募

総数は 3,088 件で、そのうち 113 件のエリア選抜（優秀賞候補）に選ばれました。蕨市議会では、

これからも開かれた議会を目指し、創意工夫をしながら活動してまいります。 

 

マニフェスト大賞とは 

マニフェスト大賞実行委員会主催、早稲田大学マニフェスト研究所、毎日新聞社共催で、地方自治

体の議会、首長、市民等による、地域の民主主義向上に資する優れた取り組みを募集し、表彰する

ものです。これにより、地域で努力を重ねる方々に栄誉を与え、さらなる意欲向上を期するととも

に、優れた取り組みが広く知られ互いに競いあうようにまちづくりを進める「善政競争」の輪を拡

げることを目的としています。（マニフェスト大賞 HP より） 

 

市政を問う！一般質問 

９月定例会では、20・21・22 日の３日間で 17 人の議員が市政に対する一般質問を行いました。 

 

ぷらっとわらび運賃無料の拡充を 

こばやしりき議員（新翔会） 

議員 コミュニティバスぷらっとわらびは、身体障害者手帳や療育手帳に要介護の表示がある方、

及びその介護人は運賃が無料となっている。高齢者の移動支援という観点から、要介護認定を受け

た方と、その介護人に対しても運賃の割引を求める声があるが、どのように考えているのか。 

市民生活部長 これまでも直接担当課に要望をいただき、運行事業者とその実現性について協議を

行っている。割引対象者の拡充に当たり、市には財政面における影響、運行事業者には運転手業務

の負担増のほか、一般路線との兼ね合いなどの課題があり、引き続き調査・研究していきたい。 

議員 高齢者や障害のある方の移動や外出支援が目的の１つとして運行しているぷらっとわらび

において、身体障害者の方が無料であるならば、要介護認定の方が同じ対応でもいいのではないか

と考える。健康密度日本一を目指すのであれば、ぜひ推進してほしい。 

新型コロナワクチン接種事業について 

議員 新型コロナワクチン接種後の死亡や後遺症患者に対する見解はどのようか。 

健康福祉部長 予防接種の副反応による健康被害は極めてまれな確率ではあるものの、不可避的に

生じるものと認識している。そのため、国の救済制度があり、健康被害救済制度の周知を図ってい

る。 

議員 本市内における新型コロナワクチン接種に関わる予防接種健康被害救済制度の申請件数は

どうか。 

健康福祉部長 令和４年度が４件、５年度は８月末現在で３件となっている。 



議員 先日、他県の消防組合でワクチンハラスメントともとられる事案が報道された。将来再び起

こり得るパンデミックに備え、検証することも必要だと考えるが、ワクチンハラスメントについて

はどのようであったか。 

健康福祉部長 これまでのところ、具体的な相談事例は把握していない。 

職員の衣服着用について 

議員 今年の夏は記録的な猛暑となった。令和２年９月定例会で夏季における職員のポロシャツ着

用について質問を行ったが、検討状況はどうか。 

総務部長 環境の変化やポロシャツ等の着用による効果や懸念、近隣市の動向を注視してきた。引

き続き検討する。 

 

部活動の地域移行について 

ひきこうじ議員（新翔会） 

議員 部活動地域移行の進捗状況はどのようか。 

教育長 地域スポーツ団体や学校、保護者の代表等で構成する本市における部活動の地域移行・地

域連携検討委員会を開催し、国の部活動地域移行に関する方針及び本市の進め方等についての説明

と、令和５年度実施する実証事業や来年度以降の地域移行・地域連携の計画について協議を行った。

対象は、第一中学校の陸上部と剣道部、第二中学校の柔道部である。活動の状況を見て、他校の生

徒を引き受けることは可能かどうかを検証していきたい。 

学区外通学希望者への対応について 

議員 学区内の学校に希望する部活がないため、学区外通学を希望する者への対応はどのようか。 

教育長 部活動地域移行に関する国の方針に変更があったため、令和６年度においても部活動を理

由とする指定校変更を継続する。令和７年度以降については、今後の部活動地域移行に係る国や県

の動向を踏まえて検討していく。 

議員 部活動以外で学区外の学校に通っている方の通学理由は何か。 

教育長 兄弟が既に指定校変更をしているため、同じ学校を希望する等の理由がある。 

議員 安心して通学できること、自分の進学先が選べることはよいことだと思う。これからも配慮

をお願いする。 

民間施設を活用した水泳授業について 

議員 民間施設を活用した水泳授業について、西小学校で実施されたが、検証結果と今後の取り組

み予定はどうか。 

教育長 複数の目で児童の安全を確保でき、施設は気温や水温が適切に管理され、設備や用具が整

っていることから、水泳の得意、不得意にかかわらず、多くの児童が笑顔で授業に参加している様

子が見られた。今後、他校においても民間への委託を進めていきたいと考えている。 

議員 どの程度まで拡大する見込みか。 

教育長 具体的な計画については検討中であるが、まずは小学校を対象に実施を進める。老朽化等

を考慮すると、東小学校が考えられると思う。 

議員 早期拡大を検討し、子どもたちが安心して水泳授業ができるよう要望する。 

ほかに 「空き家対策」「橋りょう点検及び改修」について質問。 



 

生徒・児童の心を第一に教育環境の改善を 

しょうのこうじ議員（新翔会） 

国は、令和５年度以降、 

議員 休日の部活動の段階的な地域移行を図るとし、目まぐるしく部活動のあり方が変化してきて

いる。部活動地域移行の進捗状況はどのようか。 

教育部長 地域スポーツ団体や学校、保護者の代表等で構成する部活動の地域移行・地域連携検討

委員会を今年度に２回開催して協議を行っている。本市で実施する実証事業については、現在、業

務を委託する民間事業者を選定し、10 月以降の活動開始に向けて準備を進めている。実証事業の

結果を踏まえ、地域や学校、生徒、保護者からの意見も伺いながら進めていきたい。 

議員 先生の負担軽減や人数が集まらない部活動を複数の学校が合同で行うことなど、メリットは

たくさんあると思うが、自分の学校のチームに誇りをもって戦うことが成長につながることも大い

にあると思う。中学生という年代は、心も体も成長過程にあり、精神的に不安定な部分も多々ある。

生徒の心を置き去りにしないように、しっかりと成長していけるような部活動の形というものを考

えながら、慌てずじっくりと進めてほしい。 

学校トイレの改修について 

議員 年度ごとの学校トイレの改修内容はどのようか。 

教育部長 平成 25・26 年度では、洋式化の推進を目的に便器交換のみ、27・28 年度からは全面改

修、令和３年度からは便器交換に加えて、床の乾式化に取り組んでいる。 

議員 今後の改修の進め方は。 

教育部長 早期にすべてのトイレ改修を完了できるよう、これまで以上にスピード感を持って対応

していきたい。 

市民体育館アリーナにエアコンの設置を 

議員 多くの市民の方からアリーナにエアコンをつけてほしいとの声を聴く。私も夏に使うことが

あるが、送風機を使用して窓を開けても、小まめに水分を補給していても、熱中症の危機感を抱い

てしまう。高齢者や子どもたち、災害時にも使用することを考えると、エアコンの設置が必要だと

考えるがどうか。 

教育部長 必要性は十分認識している。市全体の財政状況等を検討する必要があり、教育委員会と

しては設置費用等を研究していきたい。 

ほかに 「公設公営の留守家庭児童指導室におけるお弁当の注文」を要望。 

 

子どもの食育推進 

やじまさとこ議員（公明党） 

議員 食育について、学校の考えと現状はどうか。 

教育部長 児童、生徒が食に関する正しい知識と望ましい食習慣を身につけるため、学校教育活動

全体として効果的に取り組むことが重要であると認識している。現在、学校栄養職員や栄養教諭を

中心とした食に関する授業等を行っている。 

議員 家庭でも食育への関心が高まるような働きかけや啓発等を行っているか。 



教育部長 児童・生徒に人気のあるメニュー等のアンケートを取り、作り方を含めて家庭で料理が

できるようホームページに掲載している。 

認知症予防について 

議員 若年性を含めた認知症スクリーニング検査を実施する考えはないか。 

健康福祉部長 認知症スクリーニング検査により、認知症の適切な治療や認知症予防のきっかけに

なると考えられることから、他市での取り組み状況や効果について調査・研究していきたい。 

議員 早期発見、早期治療は介護者の負担軽減にも必要である。予防の観点でスクリーニング検査

の実施を要望する。 

北町５丁目地域について 

議員 北五公園を地域住民に利用されやすくする再整備計画を策定する予定はないか。 

都市整備部長 当公園は、令和２年度に遊具の改修等安全対策を実施したほか、今年度は樹木の強

剪定や間伐を行う予定である。再整備については、計画に基づく改修等の進捗を勘案するとともに

施設の老朽度も見極めて検討する。 

議員 他の地域と比較すると投票所が遠く、高齢者や身体が不自由な方にとって行きづらいとの意

見がある。北町５丁目地域住民が投票しやすい投票所を新たに設置するための検討はなされている

か。 

選挙管理委員会委員長（以下委員長） 地域によって投票所までの距離に差異が生じているが、現

時点では新たな投票所の設置については検討に至っていない。 

議員 今後、新たな投票所の設置について検討を要望する。 

投票所で障害者や高齢者の手助けをする投票支援カードとコミュニケーションボードを導入して

いる自治体があるが、本市の状況は。 

委員長 コミュニケーションボードについては、平成 28 年から埼玉県全域で導入されている。投

票支援カードについては今後の検討課題とする。 

 

障害者入所施設の設置について 

おかだみきお議員（新翔会） 

議員 障害者を支えている保護者が亡くなられてしまった場合、障害のある方にとっては突然献身

的な支えがなくなってしまう。こうした保護者の不安を払拭することが必要となるが、障害者入所

施設設置の進捗状況はどのようか。 

健康福祉部長 社会福祉法人等と情報交換を行っているが、本市は特に土地の問題が大きな課題と

なっている。整備に向けた課題を整理しながら研究、検討を継続したい。 

議員 錦町にある松原会館、西公民館の隣に市が管理する未指定地がある。障害者入所施設の建設

に対する従来からの発想を変え、この未指定地にグループホームを建設し、障害者入所施設の代わ

りになるような内容に仕様を変えて運用する。日中は隣に位置する総合社会福祉センターに移動し

て活動を行うことで、このエリア一帯が入所施設と同じレベルの対応ができるのではないかと考え

ている。今までよりもすべての問題においてハードルが低くなり、この問題を１つ前に進めること

ができると考えているので、ぜひ検討してほしい。 

小学校の球技用壁当て板の設置を求める 



議員 球技用壁当て板を取り壊した理由はどのようか。 

教育長 平成 30 年６月の大阪府北部地震でのブロック塀の倒壊事故を受けて点検をした結果、安

全性に疑いのあるブロック構造物等を撤去した。その中で、西・南小学校のシュート板についても

撤去した。 

議員 今後の設置予定はどのようか。 

教育長 現時点で設置の予定はないが、学校から設置要望があった場合には、優先順位などを判断

しながら検討する。 

議員 球技団体から強い要望をいただいている。安全性を担保しながら、費用を抑える工夫などを

考え、早急に設置することを要望する。 

高齢化社会に向けた対応について 

議員 健康寿命を延ばすためには運動が不可欠であるが、新型コロナの影響で活動を休止し、まだ

再開していない団体もある。活動の場所を今後増やしていく予定はないか。 

健康福祉部長 いきいき百歳体操やフレイル予防教室などの介護予防の活動場所を拡大するなど、

自立した生活を営むための支援を引き続き行っていきたいと考えている。 

 

安全で安心して暮らせるまちづくり 

とちもとよしかね議員（新翔会） 

防災対策について 

議員 大雨時に、南町ポンプ場から緑川までの桜並木下のあんきょの隙間から雨水排水が噴出する

状況を目の当たりにしている。経年による土砂の堆積、桜の根の侵入などで流下が阻害され、本来

の機能を発揮できなくなっているのではないか伺う。 

都市整備部長 南町ポンプ場から緑川に排出される雨水は、ポンプ場内でじょじん機やちんさち、

高速ろ過施設を経由し、きょうざつぶつや土砂等が取り除かれ、ほうりゅうきょに排水される。現

状、流下を阻害するような堆積物や木の根の侵入は見られず、正常に機能しており、今後も適切な

維持管理に努めていく。 

議員 住宅用火災警報器の設置及び維持管理の状況はどのようか。 

消防長 過去５年間の本市の平均条例適合率は、全国及び埼玉県の平均より低い。維持管理につい

ては、設置後 10 年を経過した世帯へ警報器を交換するよう周知している。 

議員 住宅用火災警報器の奏功例はあるか。 

消防長 警報音に気づき初期消火したもの、ぼやで済んだもの等があり、いずれも住宅用火災警報

器がなければ大きな火災につながっていたと思慮している。 

議員 住宅用火災警報器についてはさらなる啓発推進に努めていただきたい。 

防犯対策について 

議員 国は不審者の学校侵入対策の強化を図り、防犯対策に係る整備の補助や地方財政措置を拡充

する等、集中的な支援を行うとしているが、本市の小・中学校の防犯カメラの設置状況及び街なか 

防犯カメラの増設、更新、設置状況について伺う。 

教育部長 市内小・中学校では、全ての学校に防犯カメラを設置している。 

市民生活部長 街なか防犯カメラは平成 29 年 10 月に 140 基を設置している。今後、機器の更新



時期や方法を検討するとともに、増設や設置箇所についても精査し、引き続き犯罪が起こりにくい

環境づくりを推進していく。 

議員 今後増設していく中で長期的なビジョンを持って、防犯だけでなく、複数分野の課題解決に

つながるネットワークの仕組みづくりの検討を要望する。 

ほかに 「自主防災組織に対する支援状況」「消防の連携・協力」等について質問。 

 

よりたか市長の当選あいさつ文書について 

ほんだていこ議員（公明党） 

議員 ８月 25 日の新聞報道に「蕨市長当選あいさつ文書、市公費で発送、公選法抵触指摘も」と

の見出しが掲載された。その報道によると、「６月の蕨市長選で５選を果たしたよりたかひでお市

長が公職選挙法が制限する当選あいさつと受け取れる文書を市内の企業や各種団体、町会長などに

送っていたことが分かった。発送は市が行い、用紙代や郵送料も公費で負担していた。こうした行

為は、県南部を中心に、他の市でも行われていた。蕨市は、社会通念上、問題はないとするが、有

識者は公選法に抵触する可能性があると指摘している」との記事が掲載された。このことについて、

市はどのように考えているか。 

総務部長 本市が送付したのは、あくまでも就任あいさつ文書であり、前市長の時代を含めて従前

から慣例として担当で事務的に作成し、送付しているものである。当選に関してお礼を述べたり、

謝意を表すなどの文言はなく、市政運営の方針や抱負を述べているその内容や送付先などに照らし

ても、目的は、市が業務上、連携する関係機関等への就任あいさつであることは明らかなものと考

えており、公職選挙法第１７８条には抵触しないと認識している。 

議員 選挙管理委員会では、適法なものと考えているのか。 

選挙管理委員会委員長 文書の目的やこれまでの本市の経緯等を踏まえ、公職選挙法第１７８条の

対象になるものではないと認識している。 

議員 市長の見解は。 

市長 これはあくまでも就任あいさつだということをまずご理解いただきたい。私が今回のこの就

任あいさつについて作成や送付先を指示したり、内容を確認したりしているものではないが、従前

から担当において慣例的かつ事務的に送付してきたという経過であったり、当選に関してお礼を述

べたり謝意を表するなどの文言はなく、就任に当たっての市政運営の方針、抱負などを述べている

その内容、さらに送付先などを見ても、今回取り上げられているその文書が就任あいさつであるこ

とは明らかである。しかしながら、社会状況が変化する中で、少しでも疑義が生じるということで

あれば、その取り扱いや内容等については検討していきたいと考えている。 

ほかに 「かんしんブレーカー設置への助成」「消防団の暑さ対策」「防災倉庫を水害から守る」に

ついて質問。 

 

がんサバイバーへのアピアランスケア 

ウイッグや胸部補正具購入助成を 

おおいしけいこ議員（新翔会） 

議員本市の 40～74 歳の死因別割合（2017 年～2021 年）は、悪性新生物が 41.５％である。早期発



見が大切だが、検診受診率においてコロナ禍の影響はあったか。 

健康福祉部長 令和２年度から受診率の低下が見られ、３、４年度も低下したままで推移している。 

議員 受診率に影響する職場での検診受診数をどう把握しているか。 

健康福祉部長 現在は把握する仕組みがなく、市民の正確な受診状況は見えていない。 

議員 毎年 10 月の乳がん予防のピンクリボン運動で検診受診率を上げている自治体もある。本市

も関連機関等と連携してできないか。 

健康福祉部長 受診率向上の取り組みとして調査・研究していきたい。 

議員 今年３月、国の「第４期がん対策推進基本計画」での見直しポイントで、アピアランスケア

が重点施策になっている。治療を受けながら生活や仕事を続けるサバイバーも増えている中で、治

療による外見変化に対するサポート（アピアランスケア）は、国もその重要性を認めている。ウイ

ッグや胸部補正具購入の助成をする自治体は増加中であり、本市も検討願いたい。 

市長 行政が目を向けて支えてくれているという安心感が得られるのであれば、安心して住み続け

られるまちづくりにつながっていくのかと率直に思う。前向きに考えていく大事なテーマだと考え

ている。 

子どもの起立性調節障害について 

議員 この病気は立ちくらみ、朝起き不良、倦怠感等の症状で思春期に好発する自律神経機能不全

の一つで、身体症状以外にも生活習慣や心理的原因なども合わせた心身症と言われている。小学生

５％、中学生 10％の発病率と言われるが、市内小、中学校での発症状況と対応はどのようか。 

教育長 令和５年９月６日現在で 34 名となっている。対応については、登校時間を遅らせる等の

柔軟な個別対応を行っている。 

議員 体内リズムのずれもあり、午前中の体調不良など、頭では頑張ろうとしても体がついていか

ない状況や、近年の酷暑を考慮して本人、保護者、教員等が理解し、みんなで蕨の大切な子どもた

ちを見守っていければと考えている。 

 

商店街の活性化について 

ふるかわあゆみ議員（新翔会） 

議員 ８年前、初めての一般質問において、このテーマを質問したが、商店街の様相としては、さ

らなる店主の高齢化、そして見えない展望と非常に厳しい状況にある。商店街には宅地化が目立っ

てきており、本腰を入れなくては、この 10 年間で商店街がなくなってしまうと危惧している。市

が率先してビジョンをつくる予定はないか。 

市民生活部長 現在、中心市街地活性化プランの３年間とする計画期間のちょうど折り返しの時期

にあり、まずはこれまでの空き店舗対策や本プランで掲げているエリアリノベーション事業、にぎ

わい創出事業、経営体質の強化事業の３事業を進める。また、令和７年度以降は、蕨駅周辺のにぎ

わい空間の核となる蕨駅西口再開発事業と歴史と伝統を持つ旧中山道地域、そして、これらをつな

ぐ駅前通りのにぎわいを創出する交流拠点の具体的な整備を含む新たな構想や計画等を策定して

いく必要があるものと考えている。 

議員 商店街活性化として様々な事業を実施していることは理解しているが、市がビジョンを持っ

て、この商店街でいろいろな人が人生をかけてやってやろうと思わせるぐらいのプランを市内外に



大きくＰＲできるぐらいのブランディングが必要である。ぜひとも広く多くの方に蕨のビジョンを

知ってもらえるような仕組みを持って、商店街活性化事業を行ってほしい。 

公民館の Wi-Fi 実証実験について 

議員選挙告示１か月前となる４月 27 日から北町公民館と東公民館に、告示 10 日前の５月 19 日か

ら中央公民館において、公衆無線ＬＡＮが実証実験として導入された。10 月に開庁した新庁舎１

階には本格的な Wi-Fi 環境の導入が決まっていたのに、このタイミングで実証実験をする目的は

どのようか。 

教育部長 公民館におけるインターネットを使用した学習環境の充実を図るために設置すること

を目指しており、実証実験により課題の整理を行い、運用方法やルール等を設定することを目的と

している。 

議員 中央公民館の実証実験に参加したが、インターネットの表示速度が遅い状況であった。公民

館は災害時には避難所として使用されるので、実際に導入する際には、災害時の対応も含めてしっ

かりとした機種を導入してほしい。 

 

猛暑対策など教育環境の改善について 

すずきさとし議員（日本共産党） 

議員 猛暑による授業や部活への影響と対策はどのようか。 

教育長 予定の授業や部活動ができないことや変更が必要な場合があった。対策としては、エアコ

ンを使用し適切な暑さ指数、気温に努めたほか、エアコンのない体育館等では窓を開け、大型扇風

機やサーキュレーター、スポットクーラーなどを使用した。また、児童、生徒が水分補給や適切な

休憩時間を取るようにした。 

議員 エアコンの使用状況と効果、今後の対応はどうか。 

教育長 エアコンは、現在ほぼ毎日使用。エアコン設置の体育館は快適との声がある。一方、一部

の教室では快適な温度を保てていない。換気、近年の猛暑、機器の劣化の影響と認識。状況を適切

に把握し、快適な環境に努めたい。 

議員 （部活動等での細やかな指導も含め）様々な猛暑への対応がされていると認識した。一方で、

教室で 30 度を超える例もある。近年の猛暑はこれまでにない状況であり、さらなる対策が必要。

生徒や家庭からの聞き取り、教室の温度等の実態把握とエアコン補修・更新、教室の断熱改修、グ

リーンカーテン等の検討も必要。検討を要望する。 

教員の配置について 

議員 教員の欠員状況は。 

教育長 昨年度は４件で臨時的任用教員の退職、産休・育休に伴うもの。今年度はこれまでに６件

で初任者の着任辞退や退職、産休・育休・病休に伴うもの、という状況。 

議員 負担軽減の取り組みや教員のための相談・研修の充実等が必要。また現状の臨時的任用教員

の待遇等には問題がある。県に正規採用教員の増員などを強く求めてほしい。 

西口再開発と駐輪場対策 

議員 進捗状況と見通しは。 

都市整備部長 コロナ禍により合意形成に時間を要したことに加え、物価高騰の影響で工事契約の



協議に時間を要し、事業に遅れが生じている。事業性を高める取り組みを進めるとともに施工業者

を決定した。契約工期（令和９年８月）での竣工を前倒しできるよう調整を進めていると聞く。 

議員 市民からは、駐輪環境の改善を求める要望が多い。供用開始後も視野に入れた検討も必要。

当面、民間駐輪場の案内などの対策を要望する。 

ほかに 「学校近隣の住環境への対応」「新庁舎新設窓口と職員対応」について質問。 

 

高次脳機能障害への支援 

地域での理解を広げ支える取り組みを 

みやしたなみ議員（日本共産党） 

議員 高次脳機能障害とは、脳梗塞や脳出血などの脳血管障害や交通事故などで脳に損傷を受けた

結果、以前と同じ能力を発揮できなくなったり、人が変わったようになってしまうことがあり、こ

うした症状で様々な障害を負う状態のことである。当事者やその家族が市役所の窓口に行っても、

これは保健センター、これは障害者福祉係と行ったり来たりしてしまう。少しでも当事者と家族の

負担を減らしてほしいが、窓口の一本化をどのように考えるか。 

健康福祉部長 体制整備等の課題があることから、来所された窓口で希望する手続の丁寧なご案内

や円滑な引き継ぎなどにより、利用される方の負担軽減に努めていく。 

議員 窓口の一本化が難しいのであれば、せめて障害者福祉係への保健師の配置を検討してほし

い。 

精神障害者保健福祉手帳の更新が切れると、突然あらゆるサービスが止まってしまうとの話を聞い

ている。２年更新の際に、更新が切れる前と切れた後で案内などを出してほしいが本市の見解はど

うか。 

健康福祉部長 近隣市の状況等を調査するとともに、手帳の発行元である埼玉県にも相談していき

たい。 

議員 市民や職員、福祉関係者向けの研修や周知のためのイベント、ポスターの貼り出しなどで理

解を深めるための啓発を行ってはどうか。 

健康福祉部長 相談対応を行う職員については、県主催の研修等の機会を利用して、高次脳機能障

害への理解を深め、支援に生かせるよう努めている。また、広く高次脳機能障害を知っていただく

ことを目的として、ホームページやポスターを活用した啓発にも取り組んでいきたい。 

議員 当事者のご家族からのポスターの提案となるが、「こんな症状はありませんか」というよう

な疑問形にして、「些細なことで怒るようになった」「人が変わったみたい」「先のことを考えずに

お金を使ってしまう」などの症状がひょっとしたら私かも、近所のあの人かもと気がつき、高次脳

機能障害かもしれないと思って、相談につなげていくことが大事になる。このポスターが水面下に

隠れた人たちに手を差し伸べるような役割を果たすことにもつながると思うので、ぜひ検討してほ

しい。 

 

学校トイレの洋式化について 

かなまるけんじ議員（新翔会） 

議員 市内全ての小・中学校のトイレを洋式化すると、合計で何箇所改修が必要か。 



教育部長 担当課としては合計 60 か所と想定している。 

議員 改修済トイレでの仕様ごとの平均工事費・特徴は。 

教育部長 ①便器のみを和式から洋式に改修、約 312 万円。洋式化率は向上するが臭気や使いやす

さといった課題が残る。②洋式化に加え床を乾式化、約 557 万円。臭気の解消など、トイレの環境

改善に大きく貢献しつつ、費用が抑えられ、複数箇所を実行できる。③全面改修については、約

1,590 万円。トイレ空間全てがリニューアルされる反面、工事費が高額となり、多くの箇所での実

施には、予算の確保等が課題。 

議員 被災時に学校を避難所として利用する際に、トイレが洋式化・乾式化されているメリットは

どのようか。 

市民生活部長 洋式トイレは高齢者や障がい者等も利用しやすく、トイレ処理セットの活用にも適

している。床の乾式化は感染症対策にも有用。 

議員 和式が残る 60 か所は洋式化・床の乾式化を要望する。学校や子どもの声を丁寧に聞き、全

60 か所の改修を急ぎ完了してほしい。 

時代の変化を捉えた自然・宿泊体験支援の検討を 

議員 自然体験や集団宿泊体験は子ども達の学力、自己肯定感、非認知能力等の向上にもよい効果

があるとの分析があるが、本市の考えは。 

教育部長 国の調査でもそのような報告が有り、多くの自然・宿泊体験や機会の創出・確保が重要

であると考える。 

議員 子ども会等の青少年団体の活動が活発になることは、コミュニティ活動の担い手を育て、市

全体の活性化にもつながると思う。既存利用団体や未利用団体も使いやすい支援制度の再検討をお

願いする。 

蕨跨線人道橋に自転車も乗れるエレベーターの設置検討を 

議員 蕨駅のエレベーターの設置工事費・維持費を耐用年数で割り戻した場合、年間の維持費用は

どのようか。 

都市整備部長 耐用年数を 25 年とすると、約 820 万円。 

議員 陸橋の階段を撤去し、エレベーターを設置した場合の課題は。 

都市整備部長 夜間運転停止時の利便性や、混雑時に利用者が橋の上で滞留し安全性の懸念が生じ

る等課題が多いため、今後の研究課題とする。 

 

「子育てするならわらび」 

子育て支援策について 

やまわきのりこ議員（日本共産党） 

議員 保育園・留守家庭児童指導室の不承諾者数と待機児童数はどうか。 

健康福祉部長 不承諾者数は、０歳児 13 人、１歳児 19 人、２歳児２人、３歳児 15 人、４歳児１

人の合計 50 人。待機児童は、塚越の３歳児１人。留守家庭児童指導室については、４年生９人、

５年生 15 人、６年生２人の合計 26 人（中央小学校５人、南小学校６人、西小学校 10 人、東小学

校１人、北小学校４人）。 

議員 養育費支援事業についてはどのような事業を想定されているのか。 



健康福祉部長 ひとり親世帯の経済的自立を支援するため、ひとり親世帯の方が保証会社と養育費

保証契約を締結する場合の補助制度を創設し、養育費の未払いを防ぐとともに、現状では本制度の

対象要件である公正証書等の養育費の取り決めを行っているケースが少ないことから、公正証書の

作成支援等についても併せて検討していく。 

現図書館の移転後の利用について 

議員 現図書館の移転後の利用はどうか。 

教育部長 文化芸術の拠点にふさわしい活用方法を関係各課と協議し、計画を立案していく。 

議員 南町地域への分館設置についてはどうか。 

教育部長 分館としての機能を十分果たせる施設へ設置できるように検討していく。 

緑川での特定外来植物の駆除について 

議員 特定外来植物「ナガエツルノゲイトウ」等が緑川の川辺（第一中学校脇、塚越親水公園）で

発見されたが、埼玉県に駆除の対策を求めるとともに、市民への広報が必要だと思うがどうか。 

都市整備部長 「ナガエツルノゲイトウ」は、南米原産の多年草で特定外来生物に指定。繁殖力、

再生力が強く、生態系に影響を及ぼすほか、水辺に繁殖すると川の流れを阻害する要因も指摘され

ている。緑川の管理者である埼玉県に確認。９月上旬に市内の緑川において、ナガエツルノゲイト

ウ等の小規模な繁殖が確認され、10 月に駆除を予定。 

市民生活部長 市民へ広く周知を行い、繁茂対策に努め、国や県、関係部局との連携を図り、状況

を注視していく。 

ほかに 「道路改修」「南町桜並木遊歩道などの老木への対応」について質問。 

 

犯罪被害者等支援条例について 

まえかわやすえ議員（新翔会） 

議員 本条例における性犯罪の位置づけについてはどうか。 

市民生活部長 本条例の犯罪等の定義に該当している。 

議員 性犯罪、性暴力という文言が本条例に入っていれば、性犯罪、性暴力は許さないという強い

意思を示すことにつながったと思うがどうか。 

市民生活部長 本条例は、県のガイドラインに沿ったものであるが、性犯罪に限らず、いかなる犯

罪も許さないというスタンスで策定している。 

「当選あいさつ」と新聞掲載された内容について 

議員 ８月 25 日の新聞報道について、掲載記事の内容は。 

総務部長 当該文書は、あくまで就任あいさつ文書であり、前市長の時代を含めて従前から慣例と

して担当で事務的に作成し、送付しているものである。市政運営の方針や抱負を述べているその内

容や送付先などに照らしても、目的は市が業務上、連携する関係機関等への就任あいさつであるこ

とは明らかなものと考えており、公職選挙法第１７８条には抵触しないと認識している。一方で、

社会情勢の変化の中で少しでも疑義が生じるおそれがあれば、今後は就任あいさつ文書の取り扱い

や内容を検討する。 

議員 前市長時代からの慣例とのことだが、市長が就任した 16 年前と今でも状況は変わってきて

いる。その認識は。 



総務部長 これまでも選挙のあった多くの団体から同様の就任あいさつ文書をいただいているこ

と等に加え、本市においてもこれまでご指摘をいただいたこともなく、一般的な社会通念上の就任

あいさつとして認識している。 

蕨駅西口地区市街地再開発事業について 

議員 私は、従前より駅前再開発事業のにぎわいを中山道までつなげる、駅前から蕨市を元気にと

申している。再開発事業が遅れることに伴い、まちのにぎわい創出事業への影響についてはどのよ

うか。 

市民生活部長 現段階で影響が及ぶことは想定していない。今後も再開発事業の進捗を注視しなが

ら、これまで進めてきた経営体質強化事業や、わがまちにぎわいプロジェクト事業などを推進し、

まちの活性化を図っていきたい。 

議員 再開発事業は、市民を挙げての事業であり、市民の皆さんと一緒に盛り上げていくためにも、

可能な限り、情報開示に努めてほしい。 

 

無料低額宿泊所 

市民の不安を払しょくしてのオープンを 

えのもとかずたか議員（無所属） 

議員 一時期、無料低額宿泊所が話題となった。いわゆる貧困ビジネスとして、ホームレスなど住

むところがない人に、部屋や食事を提供する一方で、生活保護費から利用料を天引きしたり、施設

職員による暴力などが社会問題化した。本市の現状は。 

健康福祉部長 これまでの本市における無料低額宿泊所は、平成 14 年に特定非営利活動法人が塚

越２丁目に１か所開設したが、令和３年４月末に廃止された。現在市内にはないが、ホテルなどを

展開する大手民間事業者が塚越５丁目地域での開設を検討して、地域の方との話し合いが進められ 

ている。 

議員 この件について市民からの問い合わせはあるか。 

健康福祉部長 「そもそも無料低額宿泊所とは何か」や「反対する」という内容の問い合わせがあ

る。 

議員 反対理由はどのようか。 

健康福祉部長 住環境への不安だと記憶している。 

議員 市は今後どのように関わっていくのか。 

健康福祉部長 市内で無料低額宿泊所を設置する場合、県に開始届を提出する前に、市の「蕨市宿

泊所の設置等に関する指導要綱」に基づき、市との協議や、近隣関係住民等への説明会開催等の必

要事項を設けている。 

議員 住民の不安を払しょくするように対応してほしい。また、市長は今回の件をどのようにとら

えるか。 

市長 生活困窮者に一時的に生活の場を提供する施設と認識するが、周辺環境に様々な影響を及ぼ

すことが懸念され、不安に思われることも想定される。市は独自に指導要綱を定めているので、こ

れに基づき近隣関係住民の理解を得られるようにするなど、事業者に対してしっかりと対応をして

いく。 



急な学級閉鎖による預け先の確保に万全を 

議員 新型コロナやインフルエンザによる学級閉鎖等はどのようか。 

教育部長 ９月 15 日までで新型コロナによる学級閉鎖は８学級、学年閉鎖は２学年。インフルエ

ンザによるものは４学級、１学年。議員急な学級閉鎖等で子どもの預け先に苦労するという声もき

く。受け入れ態勢を万全にしてほしい。 

ほかに 「奨学金返済困難者への支援」について質問。 

 

市内交通事故の現状と対策について 

すずきしんのすけ議員（日本維新の会） 

議員 市内の交通事故について、過去３年間の件数はどのようか。また、その分析や調査は行って

いるのか。 

市民生活部長 交通事故による人身事故件数及び死傷者数は、令和２年度 108 件 126 人。令和３

年度 62 件 73 人。令和４年度 93 件 107 人。安全運転義務違反及び交通ルールやマナーが守られて

いないことが多く、交通安全教室の実施、交通事故多発地区整備事業等の各種取り組みを行い、対

策を講じている。 

議員 朝や夕方に逆光で、信号機の色が見えない現象が起こるが、対策や啓発は行っているのか。 

市民生活部長 埼玉県警察において、誤認防止対策用のひさし付き信号機の設置や、ＬＥＤ式信号

機への対策を行っていると伺っている。警察への対応を依頼しているほかに、市独自で路面標示等

を行い、注意喚起を促している。 

議員 西小学校付近で、交通事故が起こりやすい交差点がある。特に季節や時間帯によっては、そ

こに信号機があることを認識できないことがあると思われるが、何か対策はないか。 

市民生活部長 歩行者や車両に対して、交差点部分の事故防止を呼びかける看板設置や、信号機の

存在を事前に運転手に予告する横断幕を新たに設置する等の対策を講じている。 

議員 西日対策用のレンズの設置を強く要望する。 

蕨駅西口商店街の活性化について 

議員 蕨駅西口から中山道までの間に、シャッターが閉まっている店舗が多い。空き店舗を減らし、

店舗を増やすための政策をどのように考えているか。 

市民生活部長 平成 23 年度より空き店舗有効活用事業補助金制度を設け、商店街の空き店舗解消

に努めてきた。今後は、貸店舗化を推進し、地域の実情に合った業種を誘致するための改装を行っ

た上で転貸するサブリースの手法等、より積極的な空き店舗対策に取り組み、さらなるにぎわいと

活力あるまちづくりを進めていく。 

市長 商店リニューアル制度の導入や、織りなすクーポンの実施等、中山道のにぎわい交流拠点の

仕組みをつくる取り組みを行ってきた。市の取り組みをさらに発信していく。 

議員 商店街の活性化対策や支援を引き続き要望する。 

 

猛暑から市民の命と健康を守る取り組みについて 

たけしたりょう議員（日本共産党） 

議員 環境省が取りまとめている地域における熱中症対策の先進的な取り組み事例集によれば、熱



中症予防行動の国民への浸透は不十分とし、熱中症対策は気候変動適応策の中でも、特に具体的な

対策を推進していくべき分野としている。本市における猛暑から市民を守る現在の取り組みについ

てはどうか。市民への周知をどのように行っているか。 

健康福祉部長 満 75 歳以上の高齢者を対象に啓発チラシを配布するなど注意喚起を行っている。

また、市内 13 の公共施設を一時休憩場所や高温時の緊急避難所として開放するクールオアシス蕨

を実施している。周知については、ホームページや広報紙、各公共施設にチラシ及びポスターによ

る啓発をはじめ、防災行政無線で注意を呼びかけるなど、市民に広く周知を行っている。 

議員 「クールオアシス始めました」というポスターについては、一見わかりやすいが、熱中症は

命の危険が伴うものであり、危機管理的な部分の修正を検討してほしい。また、生活困窮者に対す

るエアコン購入費への助成についても検討してほしい。 

子どもの遊び場、空間の拡充について 

議員 子どもの遊び場、空間確保について、現在の取り組み状況と今後の状況はどうか。 

健康福祉部長 児童館については、創作活動や体験活動を主とした講座を開催したり、有志のボラ

ンティアを指導者として招くなど、地域との連携に力を入れている。今後も、子どもの遊びや日常

を支援し、地域全体で健全育成を進め、より充実した居場所になるように取り組んでいきたい。 

議員 屋内の子どもの居場所づくりについては、自治体に期待されている役割だと思う。児童館に

は、専門職員も配置され、子どもが意見表明する場も提供されているので、積極的な情報発信をし

て、その魅力を伝えてほしい。 

市民参画の推進について 

議員 市民参画の状況と課題はどのようか。 

総務部長 審議会等による審議、パブリック・コメント、意向調査、意見交換会、ワークショップ

を実施している。いずれの市民参画制度も、市民の方に関心を持っていただき、内容を理解してい

ただくことが重要であり、市政の情報提供をしっかりと行いたい。 

 

常任委員会視察報告 

総務常任委員会 

日程  

令和５年 11 月２日 

視察地・調査事項 

茨城県常総市 「 関東・東北豪雨災害の検証、被災後７年の行政と市民の努力と変化」 

調査報告 

常総市は、鬼怒川が市の中央、こかい川はその東側を流れており、災害時は鬼怒川の堤防が約 200

メートルにわたって決壊し、市の３分の１（約 40 平方キロメートル）が浸水しました。被災後の

大きな取り組みは、マイ・タイムラインの作成や、普及啓発で「住民が水災害に関する知識を得る」

ことを目標としていました。マイ・タイムラインは役立つツールになります。 

大きな災害を経験していない本市としては、受援計画や市民の正常性バイアス（今まで災害が少な

かったから安全という先入観）への対応等について参考にしていきたいです。 

 



環境福祉経済常任委員会 

日程 

令和５年 11 月８日、９日 

視察地・調査事項 

福島県福島市 「 特色ある幼児教育・保育プロジェクトについて」 

山形県米沢市 「 米沢市立病院の建替整備等について」 

調査報告 

福島市では、特色ある幼児教育・保育に取り組む私立幼稚園や認可保育施設に対する事業費の支援

と子育て世代へＰＲをしていました。対象事業はいずれも大変興味深く、本市のより良い保育のた

めに役立てたいと思いました。 

米沢市では、11 月６日に外来診療が開始されたばかりの米沢市立病院を視察しました。建替に伴

い、別の医療法人が経営する病院との医療連携がなされ、地域医療がしっかりと確立されていまし

た。本市の市立病院建替事業への参考としていきます。 

 

教育まちづくり常任委員会 

日程 

令和５年 10 月 18 日、19 日 

視察地・調査事項 

宮城県丸森町 「学校における食育の推進事業」 

岩手県一関市 「一関市立図書館について」 

調査報告 

丸森小学校の食育の授業は、低学年において農業体験重視の内容、中・高学年になると、体験学習

に食について調べる学習を加え、さらに地域の食材については地域交流「ふるさと学習」として学

んでいました。地域の農業に触れ合いながら、食べ物のありがたさを感じる取り組みが印象的でし

た。 

一関市立図書館は、市直営で運営を行い、市民以外の人でも利用が可能で、観光客も利用できます。

図書の配置やコーナー設定、カフェスペースの設置場所など、利用者が使いやすいような施設とな

るような工夫が見られました。 

 

全国都市問題会議 

文化芸術、スポーツが生み出す都市の魅力と発展 

10 月 12 日、13 日に、都市の抱える問題や地方自治の在り方について議論する「第 85 回全国都市

問題会議」が八戸市で開催され、本市議会から５名の議員が参加しました。 

今回の会議は「文化芸術・スポーツが生み出す都市の魅力と発展」をテーマに、講演やパネルディ

スカッション等により、様々な取り組みが紹介され、多くの気付きを得ることができました。 

１日目は、ひびのかつひこ東京藝術大学長による「アートの役割って何だろう」、すずきひでき（株）

鹿島アントラーズＦＣ取締役副社長による「まちづくりにおけるプロスポーツクラブの有効活用」

などをテーマとした講演・報告が行われました。また、八戸市のくまがい市長より、文化・スポー



ツによるまちづくりを通じてコミュニティ感覚を醸成するとともに、それらの交流からより良い社

会を目指した取り組みについての報告等がなされました。 

２日目は、今回のメインテーマに基づいたパネルディスカッションが行われ、市長や大学教授等の

４人のパネリストがそれぞれの専門的視点から、持論を展開して議論を深めました。 

 

12 月定例会の日程（予定） 

11 月 28 日、火曜日、開会 

11 月 30 日、木曜日、議案質疑、委員会 

12 月１日、金曜日、委員会、分科会 

12 月４日、月曜日、委員会、分科会 

12 月５日、火曜日、委員会、分科会 

12 月 12 日、火曜日、一般質問 

12 月 13 日、水曜日、一般質問 

12 月 14 日、木曜日、一般質問、委員会 

12 月 18 日、月曜日、閉会 

議会の都合により日程は変更になる場合があります。 

 

広報広聴委員会を開催しました。 

８月 23 日「議会報告会について」 

９月 22 日 「12 月発行号の概要、議会報告会について」 

10 月 16 日「議会報告会について」 

11 月 14 日 「12 月発行号の最終確認、音声の議会だより、議会報告会について」 

 

蕨市議会議員のご紹介 

令和５年７月から蕨市議会議員は新たな構成でスタートしました。今号の議会だよりから３回にわ

たり、18 名の市議会議員を所属している常任委員会ごとに紹介していきます。初回は、教育まち

づくり常任委員会のメンバー６名を紹介します。 

 

議席番号 16、ひきこうじ議員（委員長） 

好きな言葉、時に及んで当に勉励すべし、歳月人を待たず 

苦手なこと、片付け、重要書類がすぐ消えてしまう 

家庭での役割、買い物担当、お得な店情報を教えてくれる方も多く冷却バッグ持参 

やってみたいこと、三国志を読み返す 

日課、愛犬ココと散歩、朝晩近くを散歩する 

 

議席番号４、おかだみきお議員（副委員長） 

特技、空手道（空手歴 36 年） 

好きな言葉、至誠天に通ず 



好きな食べ物、あんバター 

趣味、映画鑑賞、御朱印巡り 

資格、教員免許、空手道五段、剣道初段、防災士、スピーチ検定２級 

 

議席番号２ すずきしんのすけ議員 

ニックネーム、しんの、しんちゃん 

趣味、サッカーをすること、サッカー・プロレス観戦 

好きな言葉、「未来を恐れず、過去に執着せず、今を生きろ」（堀江貴文） 

性格、明るく冒険心旺盛で楽観的 

苦手なこと、事務作業 

自分を動物に例えると、象 

 

議席番号６ やじまさとこ議員 

ニックネーム、さとちゃん 

趣味、登山 

特技、外食等で美味しかった料理の再現 

価値観、慈愛の気持ちで、他の人の心配をして助けたいと思い管理栄養士になった 

自分を動物に例えると、牛  

これからやってみたいこと、子供の頃にやっていたピアノをもう一度やりたい 

 

議席番号 11 ふるかわあゆみ議員 

ニックネーム、あゆちゃん、あゆさん 

趣味・特技、新しいことに挑戦すること 

好きな言葉、「ありがとう」 

好きな色、ビタミンカラーのオレンジ 

ライフワーク、まちを元気に盛り上げること 

 

議席番号 13 すずきさとし議員 

趣味、地方や地域の歴史・文化に興味大 

性格・価値観、おとなしく、控えめな方では…、でもお祭りやイベントは大好き 

好きな言葉、All for one One for all 

苦手なこと、恥ずかしながら「整理整頓」 

目標、「 気は優しくて、力持ち」でありたい 

 

編集後記 

今年で 18 回を迎えたマニフェスト大賞は、日本最大の政策コンテストです。今年の応募は、3,088

件。エリア選抜はエリアの代表になり、その中から優秀賞が選ばれます。今年のエリア選抜は 113

件。その中に蕨市議会が入りました。 



コロナ禍で議会報告会をどう開催したか。コロナ禍だからこそ、市民に報告しなければならないこ

とがあると、先ずは配信で、次はライブプラ、プラス録画配信とステップを踏み、工夫を重ねた３

年の経過をまとめ応募しました。 

エリア選抜は、２年前も超党派で６人の女性議員が「コロナ禍の生理の貧困への支援」を提案し、

受賞しています。 

全国の議会等の「善政競争」は、実に刺激的です。 

 

広報広聴委員会 

委員長、おおいしけいこ 

副委員長、かなまるけんじ 

委員、すずきしんのすけ、おかだみきお、やじまさとこ、えのもとかずたか、すずきさとし、おお

いしこういち、ふるかわあゆみ 

 


